
「東京2020大会」「コンパクトシティ」 は
駐車場、シェアサイクルの活用がカギ
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特集 『自転車・バイク・自動車駐車場   パーキングプレス』誌 発行人・森井 博が聞く
パーキング業界の明日

【プロフィール】
神田 昌幸（かんだ・まさゆき）
1986年京都大学大学院工学研究
科修了、同年建設省入省。建設省
土木研究所橋梁研究室主任研究
員、建設省東北地方建設局酒田工
事事務所長、国土交通省 都市・地
域整備局都市計画課企画専門官、
倉敷市助役、国土交通省 都市・地
域整備局街路事業調整官、同まち
づくり推進課都市総合事業推進室
長、富山市副市長、㈱まちづくりと
やま代表取締役社長（兼任）、富山
ライトレール㈱代表取締役副社長

（兼任）、国土交通省 都市局街路交
通施設課長などを経て現職

ゲ ス ト

神田昌幸� 氏

公益財団法人 東京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会 施設整備調整局長　　　

（かんだ まさゆき）
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左ページの厚いプロフィール欄でキャ
リアの多彩さは一目瞭然。公共交通整備
やコンパクトシティ構築に尽力、さまざま
な実績をもち、パーキング業界にも深く
関わる。2020年夏の東京オリンピック・
パラリンピックまであと約3年半。私た
ちの悲願である30,000台の東京シェア
サイクル実現に向けて、今後、どのような
体制を整えていくべきなのか。東京2020
大会に向けた東京の都市交通整備におい
て、駐車場、駐輪場はどんな役割を担える
か。キーマンとなる神田昌幸氏に聞いた。
（対談収録：2016年12月7日）

森井　まずはプロフィールからお聞か
せいただけますか。
神田　大学では河川、土砂水理を研究
しておりまして、建設省でも河川の仕事
で入るつもりだったのですが、大学時代
の専攻に固執しないという省の方針で、
シャッフルされる形で道路の方に配属さ
れました。入省一年目に新潟県の土木部
に出向し、橋梁担当となりました。本省
係長の後、土木研究所 構造橋梁部橋梁研
究室で主任研究員をしています。1年間
のアメリカ留学を含めて通算5年、橋梁
研究室にいたものですから、橋梁の分野
はかなり詳しくなったんです。
森井　なるほど。
神田　アメリカ留学を終えて帰国した
翌年には阪神・淡路大震災が発生しまし
た。あの震災で私の人生は大きく変わっ
たと言えます。
森井　どのような変化が起きたのですか。
神田　あの震災を象徴するひとつの
シーンに、阪神高速道路が倒壊して、そ
の先端に引っかかって辛うじて転落を免
れたバスがありましたよね。何故あのよ
うに高速道路の高架橋が倒壊したのか、
その被災メカニズムを解析する仕事を担
いましたが、以降、耐震についての研究

の副市長を拝命することが内定したので
す。同時期に東日本大震災が起きたの
で「この異動はストップするかもしれな
い」と思ったのですが、結局人事は変わ
らず2011年の春から3年9か月にわたっ
て富山市で仕事をしました。主たる任務
は2015年3月の北陸新幹線開業までに、
諸々の都市整備を進めることでした。
森井　北陸新幹線に直接関連するもの
としてはどんな仕事をされたのですか。
神田　新幹線開業に向けて富山駅周辺を
全面的に作り変えました。北陸本線等を高
架化する連立事業は県で行い、駅部を含む
街区では市の区画整理事業等を行ってい
ます。新幹線の改札口を出て頂くと、自由
通路、駅前広場、LRT空間はデザインを
含めて私たちの作品のようになっています。
森井　富山駅に北陸新幹線の一番列車
が到着したときは感無量だったでしょう。
神田　それについては後日談がありまし
てね。前任者の赴任は3年間くらいなので、
私は副市長の仕事は2013年度までかな
と考えていたんです。しかし森市長の「新
幹線開業までやって欲しい」という意向も
あり、4年目もやることになったんですね。
森井　すると北陸新幹線開業時には、副
市長としてその瞬間を迎えたのですか。
神田　いえ、残念ながらそうではありま
せんでした。その直前、2015年1月1日
付けで都市局街路交通施設課長を拝命し
て本省に戻ることになったからです。で
すので、開業日の3月14日は来賓として
その場に立ち会っていました。
森井　そうだったんですか。北陸新幹
線に加えてLRTにも携わったのですよね。
神田　連立事業に伴ってJR富山港線をど
うするかという議論を経て、それがLRTに
なり、将来的には市内の路面電車と連絡さ
せるといった業務を進めていったわけです。
森井　森富山市長との本誌対談で昨年5
月に富山に参りました。その時点で新幹
線が開通してほぼ1年経っていたわけで
すが、改めて富山市の進化ぶりに驚いた
記憶がありますね。
神田　どのあたりに驚きがありましたか。

が増え、基準づくりにも参画しています。
落橋防止装置を新しく落橋防止システム
に進化させる提案や、新しい支承部構造
の提案なども行いました。
森井　橋梁のエキスパートとして活躍
されていたと。
神田　そうなんです。このままいくと
橋梁の仕事を極めることになるなと思っ
ていたら本省から戻って来いといわれ、
都市局の補佐を務めることになりました。
都市土木系としては珍しいキャリアを積
んできたと思っています。
森井　本省ではどんな仕事を。
神田　京急蒲田などの連続立体交差事
業や、現在お台場を走っているゆりかも
めなどの新交通システム、路面電車走行
空間改築事業の創設などに携わりました。
その後は道路局国道課から山形の酒田工
事事務所所長、本省に戻って都市局都市
計画課、倉敷市の助役、そして街路課の
企画専門官、街路事業調整官として本省
勤務をしています。
森井　パーキング業界とは、そのころか
ら関わるようになられましたね。
神田　はい。その後に都市総合事業推
進室の室長を務め、そこで「健康・医療・
福祉のまちづくり」などを進めていました。
森井　どんな内容だったのでしょうか。
神田　かつては「福祉のまちづくり」な
どを掲げて、バリアフリーの推進などが
行われていましたが、そこから発展させ
て、健康、医療、福祉と本格的に連携す
る都市政策が必要だろうと考えたのです。
森井　コンパクトシティの基礎になる
政策ですね。
神田　はい。いまでこそ超高齢化社会
の到来、それに伴う地域活力の低下、都
市経営が厳しさを増しているなど、深刻
なリスクがあることは一般常識となって
います。しかし、私がこのプロジェクト
を進めようとしていた時期は、まだ周囲
があまりこうした施策を進めることの意
義を認識しておらず、温度差を感じてい
ました。それでもその仕事を粛々と進め
ていたのですが、2011年3月に富山市

北陸新幹線開業に沸いた
富山市の都市整備に尽力
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富山駅の北陸新幹線高架下に
あるLRTのトランジット空間。
神田氏が富山市副市長時代に
手掛けたもの（神田氏提供）

複数の競技会場、選手村がある臨海部と
都心を結ぶBRTの整備、これらがどう
展開していくのかが気になるところです。
神田　BRT導入については東京都の都
市整備局が中心に動いています。日比谷
線において2020年に暫定開業する予定
の神谷町と霞ケ関駅間の新駅の付近から、
新虎通り、環状2号線を経由、晴海、有明
方面へ向かう予定ですが、ただし築地市
場と豊洲新市場の問題があり、ルートを
計画通りに確保できるかどうかは今のと
ころ不透明な状態です。これからさらに
調整が必要になってくるでしょうね。

森井　シェアサイクルについては。
神田　2015年2月に閣議決定された『交
通政策基本計画』では「自転車の利用環
境を創出するため、安全確保施設と連携
しつつ、駐輪場・自転車道の整備、コミュ
ニティサイクルの活用普及、サイクルト
レインなどの普及」など「自転車の活用に
向けた取り組みを推進すること」とされて
います。2020年までには全国でコミュニ
ティサイクルを100市町村に導入する目
標も掲げられています。したがって、シェ
アサイクルは東京2020大会に向けて一
層整備されるべきものだろうと思います。
森井　私たちにとっては、やはり東京都
のシェアサイクルはどうなるのかが焦点に
なります。目下は千代田、中央、港、江東、

新宿の5区ですが、私
はやはり東京都がイニ
シアチブを取って進め
ていくべきだと考えて
います。では都のどの
部署がけん引するのか、
となるとこれがハッキ

て主にどんな仕事をされているのですか。
神田　私が手掛けているのは主に輸送の
分野で、都のオリンピック・パラリンピッ
ク準備局とも連携しながら進めています。
森井　大会組織委員会の人員規模はど
のくらいなのですか。
神田　スタート時は44人、3つの局で
したが、いまは801人12局にまで規模が
拡大しました。ここのところ毎月人数が
増えている様子で、最終的には7000人
くらいになると見込まれています。
森井　12局の内訳は。
神田　総務、企画財務、広報、マーケティ
ング、国際渉外、スポーツ、大会準備運
営第一と第二、警備、テクノロジーサー
ビス、会場整備、そして私がいる施設整
備調整局となります。局長は、東京都、
財務省、文科省、電通等からの出向者や
元NHKアナウンサー、さらにスポーツ
局の室伏広治さんなど多士済々です。
森井　そして最高意思決定機関として
森喜朗さんたちが仕事をしていると。
神田　はい。森会長、小池都知事、松
野文部科学大臣、丸川五輪担当相、竹田
JOC会長、鳥原JPC会長で構成される
「調整会議」が中枢に当たります。全員
が同じ方向を向けばスムーズに進みます
が、意見が食い違うと調整には時間がか
かる。ただし、東京オリンピック・パラ
リンピック大会開催日は既に決まってい
ますから問題の先送りはできません。こ
の先はさらに高度な調整が必要です。
森井　私たちとしては、現在都心5区で
相互乗り入れしているシェアサイクルや、

森井　私は金沢出身で富山市は正直、金
沢に比べると田舎の街だという認識が
あったのですが、今の富山は本当に洗練
された都市に進化していると感じました。
いや、むしろ富山のほうが金沢より進ん
でいる面もたくさんあると思ったのです。
神田　どのあたりが進んでいると？
森井　例えばLRTは金沢にはありませ
んし、シェアサイクルは富山市の方が早
く導入しています。金沢の山出前市長が
悔しがっていましたね。
神田　富山、金沢いずれも都市の特性を
活かした街づくりが進んでいると思います。
金沢は空襲を免れ、戦後の区画整理がされ
なかったため道が今も入り組んでおり、至
るところに加賀の文化が宿っている文化都
市といった趣です。一方、富山市は空襲で
99.5％が焼失してしまい、戦災復興で広い
道路、歩道が形成されました。そのアドバ
ンテージを活用して、LRT、シェアサイク
ルをスムーズに導入できたんです。

森井　では、ここからは神田さんの現在
の仕事に話を移しましょう。本番まで余
すところ約3年半。施設整備調整局長とし

多士済々の事務局のなかで
東京2020大会成功を支える
輸送分野の整備を担う

環境分野で豊富なキャリア
小池百合子都知事は
自転車に関心を寄せる？
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「全米一住みたい都市」と称されるコンパクトシティ・ポートランドを訪問し、大いに刺激を受けたという
（神田氏提供）

ですよね。基本的には環境施策は都道府
県単位の施策であって、区市町村単位で
進めるものではないんです。その意味では、
現状の区の連携ではなく東京都がイニシア
チブを握るべきなのでしょうね。既に都心
5区が運営している相互乗り入れのシェア
サイクルはパイロット版ともいえるので、今
後、都がそれをサポートしていくことに期
待したい。2017年はその好機だと思います。
森井　そうですね。都にけん引してい
ただくのに加えて、東京都は日本の首都
でもありますから、国もサポートしてい
ただくとさらに理想に近づくと思います。
その意味では、2016年12月に「自転車
活用推進法」が参議院本会議で可決成立
したことは非常に大きな追い風ですね。
神田　はい。ご承知のとおり、自転車は
環境施策として優れているだけでなく健
康維持・増進にもつながる公共交通にな
り得ます。台北をはじめ、他のアジア諸
国でもシェアサイクルは盛り上がってい
ますから、東京が今後、アジアでの存在
感を高めるためにも自転車施策の推進は
ぜひ進めるべきだと考えます。

森井　海外の話題が出たところで触れ
ておきたいのですが、先日オーストラリ

アの駐車場視察に行きましてね。結論か
ら言いますと「駐車場の運用に関して日
本は20年遅れてしまった」と感じました。
神田　どんな点でそう感じたのですか。
森井　スマートフォンやクレジットカー
ドが主な決済手段であり、現金は例外的
な補助に過ぎません。また、路上駐車場
すらもほとんど予約制で、駐車場探しを
する必要がありません。もちろんここも
スマホやカードで決済できます。担当者
に仕組みを尋ねると「タッチ＆ゴー」と
しゃべっていると思ったのですが、よく
聞くと「タップ＆ゴー」であると。スマホ
画面に軽く触れれば済むのです。
神田　日本の駐車場施策の遅れは会長が
おっしゃるとおりです。駐車場施策が平成
になって都市再開発課から街路課に移っ
たのはご存じのとおりで、現在も駐車場
法は街路交通施設課で所管しております。
ところで年間で改正できる法律には数に
限りがありまして、行政の方から国会に出
す「閣法」は絞らざるを得ないのが実情で
す。駐車場に関する法律は比較的優先度
が低かったため、これまで抜本的に改正で
きていなかった経緯がありました。その一
方で欧米では駐車場に対しての施策は充
実してきていて、会長がおっしゃったよう
にICTに関しても進んでいます。
森井　そのとおりですね。

リしていません。現在の担当の環境局な
のか、シェアサイクル専門の部局を設置し
て進めるのか。そこを明確にする必要があ
ると常々思っています。
神田　トップの意思決定が行く末を大
きく左右しそうですね。
森井　そのとおりです。海外の例だと
ロンドンの当時のボリス・ジョンソン市
長、ニューヨークならマイケル・ブルー
ムバーグ市長の強力なリーダーシップが
あり、自転車革命とでもいうべき交通体
系の変革が起きました。舛添前都知事は
自転車に対して前向きに取り組まれてい
ましたが、その点小池さんはどうでしょ
うか。舛添さんは今年2月に日本シェア
サイクル協会の特別顧問の任期が切れる
ため、その後を小池さんに継いでいただ
き、リーダーシップを発揮していただき
たいと思っているのですが…。
神田　小池都知事はかつて環境大臣も
務めておられ、自転車走行空間の確保に
も連動する無電柱化実施に前向きです。
現在は豊洲や東京2020大会会場などの
諸問題で多忙を極めていますが、いずれ
は自転車に対して関心をもっていただく
ことに期待できるのではないでしょうか。
森井　それは良い話ですね。リーダー
が動かなければ自転車や環境に関する施
策も動かないという定説がありますから。
神田　逆に言えば、リーダーが動きさえす
れば環境施策は着実に前進するということ

国交省において駐車場は
より重要な施策対象に
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ない半面、ディテールにこだわり、精密
な部品、部分のシステムを開発するのは
世界有数のレベルにあります。例えば、
象徴的なのが空港です。海外には合理
的で斬新な設計が行われ、円滑に運営さ
れている空港が多くありますが、日本の
空港は見劣りがします。ただその一方で、
荷物預けや返却のシステムなど個別の機
能は完ぺきで、そのオペレーションも高
い精度を保っています。
森井　そうですね。私も利用者目線か
ら同様の感想を持ったことはあります。
神田　これは民族性に根づくものであ
り、ある程度仕方ないかもしれませんが、
それにしても最近、プランニング力が欠
如しているなというのが正直な感想です。
先週もそれを裏付けるような出来事があ
りました。リオ大会の報告会が日本で開
かれ、ブラジルやIOCからスタッフが来
日して私たちにリオ大会の運営内容や成
果についてレクを行ったときのことです。
森井　何をもって日本人のプランニン
グ力の弱さを感じたのですか。
神田　そのレクにおいて、リオやIOC
のスタッフは具体的な事実ではなく理念
的なことの説明にかなり多くの時間を割
いていたんですね。しかし、私たちから
すれば東京2020大会の運営に役立つよ
うな、もっと個別の具体的な情報が欲し
い。最初は辟易しながら聞いていました
が、でも考えてみればリオは人種、格差、
宗教などの問題が渦巻く非常に多様な社
会です。したがってまずは、ものごとの
上流にある理念、コンセプトや事柄の整
理というものを最重視し、慎重に対処し
ようとしていたんですね。だから我々に
とっては退屈に聞こえてしまう理念を中
心にプレゼンを行った。これこそが彼ら
のプランニング力を支えているのではな

通行を抑制するのが目的で、これも先進
的な施策だと感じました。いずれにせよ
日本は、特にこの20年で遅れてしまった
ことを痛感せざるを得ませんでした。
神田　そもそも日本の現行の駐車場法
は、駐車場が不足していた頃につくられ
たものですからね。今の時代に即してい
るとは言いづらい面もあります。抜本的
な改正が必要な時期が来ているとも感じ
ています。

森井　国際社会での遅れと言えば、私が
いま腕にはめているこのApple Watch
もしかりです。内臓部品には日本製も
少なからず含まれていると聞きます。な
らば、部品供給にとどまらず、Apple 
Watchそのものをつくることはできない
のか。日本の技術力をもってすれば不可
能ではないはずですが、実現できないの
は、残念ですが日本が世界に取り残され
てしまった証左であると思います。
神田　その話に加えたい考えがありま
す。私は近年、国際社会において日本は
「プランニング力の危機」を露呈してい
ると感じているんです。
森井　詳しく教えてください。
神田　日本人は元々、全体構想、プラン
ニングという分野をあまり得意としてい

神田　ただし近年、駐車場が徐々に重
要な施策対象になっているのは確かで
す。例えばトランジットモール（※1）をつ

くる際は、駐車場の出入口をモール側に
向けないようにするなど計画的な配置が
必要になります。アメリカのポートラン
ドが好例で、住人用、ゲスト用、商店街
の買い物客用などユーザー別に駐車場の
位置づけを分けるなど先進的な試みを実
践しています。さらに車の出入口や料金、
時間のコントロールもあります。ロンド
ンやシンガポール、北欧などではロード
プライシング（※2）も行われています。た
だ、日本では道路は原則的に無料であり、
ロードプライシングは一般化しづらい現
状があります。そこで重要なのが駐車場
の在り方なのです。
森井　駐車場をどのように活用すれば
いいのでしょう。
神田　車は走るだけでなく、必ず駐車
しなければなりません。それを考えると、
料金施策や駐車可能な時間の調整、集約
するのか隔地にするのかという配置など
が車の通行コントロールにつながると思
います。そこに加えて自転車等の"遅い
交通"を活かすためにトランジットモー
ルを設ければ、より安全で快適な街づく
りができるでしょう。
森井　オーストラリアで聞いたところ
では、日本同様に駐車場の附置義務はあ
るのですが、設ける台数の上限が決めら
れているそうなんですね。もちろん車の

※1  中心市街地や商店街への自家用車の通行を制
限し、歩行空間（モール）として整備。バスや路
面電車などの公共交通（トランジット）だけだ
けが優先的に通行できる歩車共存道路のこと

※2  特定区域への車の進入や、特定の道路の通行
等に対し、課金して交通量を抑制、混雑緩和
や排出ガス対策を図ろうとする施策

「プランニング力の危機」を克服
マクロな視野の共有が
東京2020大会を成功に導く

景観法や道路橋新耐震基準の作成などにも携わってきた神田氏。多忙な仕事の合間を縫って「健康まちづ
くり」「コンパクトシティ」などをテーマにした講演活動も行っている
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対談記事のバックナンバーもご覧いただけます。

過去の対談ゲストの方は、WEBでご紹介しています

または http://www.parkingpress.jp/taidan/  にアクセス

で検索パーキングプレス 対談

【パーキングプレス 発行人】  森井 博 のプロフィール
●  一般社団法人 日本パーキングビジネス協会 理事長
●  一般社団法人 自転車駐車場工業会 会長
●  一般社団法人 日本シェアサイクル協会 専務理事
●  東京八重洲ライオンズクラブ 会員
●  六本木男性合唱団 団員
●  サイカパーキング（株）、日本駐車場救急サービス（株）、
　 モーリスコーポレーション（株） 夫々代表取締役CEO

【略歴】 1938年（昭和13年） 宮崎県延岡市生れ78歳。
 1957年（昭和32年） 石川県立金沢泉ヶ丘高校卒
 1961年（昭和36年） 東京商船大学（現東京海洋大学）卒
 1961 ～ 1979年 石川島播磨重工業（現：IHI ）
 1979 ～ 1991年 東芝
 1991年～ 現職

【趣味】 現在：ゴルフ・車・自転車・歌・仕事
 過去：水泳・野球・陸上競技・テニス

【遍歴】 ゴルフ：毎週１回ホームコースでラウンド、週１～２回練習場通い。
 車：毎日通勤で運転。中古車３台を大切に乗り廻す。
 自転車：マツダレベル、ブリヂストンモールトン他数台保有するも年

齢を考え余り乗らない。
 歌：六本木男性合唱団でロクに楽譜も読めないのに毎週（？）練習に励む。
 仕事：健康のため平日は毎日９：００～１７：００出勤、社員に迷惑を

かけている。但し、土、日、祝日は絶対に出社しない。
 水泳：漁港で漁師の子供達と一緒に育ったため、小学校に入る前から

泳ぎは得意。ちなみに小学校の名前は港小学校。
 野球：中学生までは本気でプロになるつもりであった。少年野球町田

玉川チームコーチ６年間。元西鉄ライオンズ 故・稲尾和久投手、完全
試合投手 田中勉、元巨人 淡河弘捕手は友人。元巨人監督 原辰徳氏の
父 故・貢氏も友人でボクサー犬を貰った仲。

 陸上競技：高校時代 短距離、やり投げ、インターハイ2回出場。東京
陸協元会長でオリンピック３回出場の大串氏とは友人

 テニス：元デ杯選手 本井満氏のコーチでかなりの腕前（？）になるも、
４５歳時アキレス腱断裂でプレー終了。

地域の状況によって異なりますが、大事
なのはカタチではなく"行動理念"です。
人々の行動がよりコンパクトに、より環
境にやさしい方向に、より健康志向に向
かう。それぞれの行動が統合された結果、
できあがる街がコンパクトシティではな
いかと私は考えています。
森井　その行動をサポートする手段の
ひとつが自転車になると。
神田　はい。そして徒歩や公共交通、
もっと賢く使えれば車も含まれると思い
ます。それに伴って駐輪場、駐車場、走
行空間の在り方が問われますし、使われ
方の提案としてはシェアサイクル、カー

いかと気づいたんです。
森井　なるほど。
神田　私は、プランニング力の低下は、
駐車場施策の遅れにもあるいは連動し
ているかもしれない…とも感じていま
す。世の中はすべからく変わっていく
ものです。その点では、森井会長が自分
自身も変わりながら、今必要なことは何
かを追求する姿勢をもち続けていらっ
しゃることに敬意を表したいと思いま
す。翻って私たちのような下の世代が
そうした姿勢を忘れているのではない
か？　個別の分野だけで勝負を続ける
のではなく、もっと広い視野をもって頑
張らなければならない、と実感している
んです。東京2020大会には「ダイバー
シティ＆インクルージョン」、すなわち
「多様性と包摂」というキャッチフレー
ズがあります。改めて私たちはこの意
味に向き合って組織委員会の仕事に臨
むべきだと思っています。
森井　最後に、コンパクトシティづくり
についての見解をお聞かせください。
神田　コンパクトシティは人口減少社
会を迎えた日本にとって不可避な都市政
策だと思います。具体的な施策は各都市、

シェアリングも有効な手段になります。
森井　これらがすべてセットになってコ
ンパクトシティがつくられるわけですね。
神田　さらに加えるべきは、先に触れ
た「健康・医療・福祉のまちづくり」で
す。現在、厚生労働省が「地域包括ケア
システム」という仕組みを進めておりま
す。コンパクトシティ施策とこのシステ
ムは表裏一体の関係にあります。これも
ぜひ強調しておきたいと思います。
森井　分かりました。今日は実に多様な、
まさにダイバーシティを感じさせる充実
した90分となりました。誠にありがと
うございました。

神田氏が推奨した「健康
まちづくり」はコンパク
トシティ構築とも深く
連動している。これはそ
の概念図（神田氏提供）
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